
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４４０１

基盤研究(A)

2013～2010

東・南部アフリカ諸国におけるコミュニティの変容と学校教育の役割に関する比較研究

Comparative Study on the Variou Roles of School Education in the Transfomring Cmmuni
ties of  Southern and Eastern African Countries

３０２９４５９９研究者番号：

澤村　信英（SAWAMURA, Nobuhide）

大阪大学・人間科学研究科・教授

研究期間：

２２２５２００６

平成 年 月 日現在２６   ５ ２６

円    21,500,000 、（間接経費） 円     6,450,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、東・南部アフリカ諸国において、学校教育を現実社会から切り離さず、それぞ
れの地域社会の文脈性のなかで観察し、変容するコミュニティとその中での学校教育の役割と課題について、フィール
ドワークにもとづき多面的に検討した。その結果は、次の８つの観点から考察された。（１）子どもを守る場所として
の学校、（２）保護者や子どもの教育に対する熱意、（３）保護者の教育の質に対する厳しい見方、（４）教師の役割
と問題、（５）体罰といじめの問題、（６）中途退学と進学の障壁、（７）生活言語と教授言語の相違、（８）紛争が
もたらす負の遺産。

研究成果の概要（英文）：This study explores various roles and issues of school education in the transformi
ng communities of southern and eastern African countries. We examined the realities of schools and schooli
ng by looking at individual cases with their local contexts particularly from children's perspectives. It 
was found that there are principally eight aspects to be observed and reconsidered: (1) school as protecti
ve space for children, (2) enthusiasm for schooling among children and their parents, (3) critical views o
f parents on education quality, (4) issues of teachers and their particular roles, (5) problems to corpora
l punishment and school bullying, (6) dropping-out of school and barrier to further schooling, (7) gap bet
ween the languages of livelihood and instruction, and (8) negative legacy of conflicts.
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１．研究開始当初の背景 
初等教育の完全普及（普遍化）は、2015 年

までにすべての国で達成すべき国際開発目

標になっている。サブサハラ･アフリカ（以

下、アフリカ）諸国は、その達成を最も危ぶ

まれていたが、純就学率で見ると、すでに

90％を超える国が少なくない。しかし、アフ

リカの教育調査・研究の多くは、援助機関の

志向に影響を受け、効率の良い政策研究や定

量的分析が中心であり、フィールドワークを

基礎とする事例研究、質的研究はあまり行わ

れてこなかった。このような中で、多様な社

会の文脈性に寄り添った教育研究、ならびに

子ども、家庭、コミュニティの視点から逆に

学校のあり方を考察するような研究の必要

性が明らかになり、本研究を開始することに

なった。 

 
２．研究の目的 
現実のアフリカにおけるコミュニティと

学校の関係は、例えばケニアのマサイの人々

の場合、小学校を一つの核として、想像以上

にダイナミックに動き、人々はそれぞれの生

活に合う範囲で学校を積極的に利用してい

る。このような背景から、当事者にとっての

就学の主観的意味づけや役割を解明すべく、

コミュニティ（生活世界）と学校教育の関係

性に注視した研究を展開するものである。 

コミュニティと学校の関係性について、両

者間の相互作用に焦点を置き、教師、生徒、

保護者がどのような役割を担っているのか、

参与観察およびインタビューを中心に現状

を把握する。学校がコミュニティに対して便

益を提供するだけの存在であるという従来

の考え方だけではなく、これらが相互に影響

しあうメカニズムの解明を試みる。 

そのために、教育の質に対する多層性・多

面性（関係者により異なる考え方）を明らか

にすると共に、①コミュニティにおける学校

の価値と役割、および②教師と生徒を通じた

コミュニティ開発（活動）への貢献に関する

事例を数多く収集し、フィールドで学びなが

ら、いくつかの分析軸を探索する。最後に、

これらの分析結果を総括し、③学校を中心と

したコミュニティ支援モデルを検討する。 

 
３．研究の方法 
（１）計画 

1 年目はケニアにおいて合同調査を行い、

そこで得た発想に基づき調査研究の基本枠

組みを作った。2 年目は 6 カ国での国別研究

でこの枠組みを応用させながら現地調査を

行い、3 年目は国別研究を継続すると共に、

一連の調査を総括した。4 年目は調査対象国

も絞り、特定した事象を重点的に補足調査し

た。これらの過程で得た知見をもとに、コミ

ュニティと学校（生活世界と近代教育）の間

で起こる相互作用を解明し、学校を核とした

コミュニティ開発のあり方を探索した。 

 

（２）方法 

学校およびコミュニティでの参与観察、な

らびに教師、生徒、保護者等との半構造化イ

ンタビューによる質的調査を基本とし、エス

ノグラフィー的要素も取り入れ、生活世界に

密着しつつ考察する。また、関係者のライフ

ヒストリーを聞き取ることで、過去から現在

の生活プロセスをトレースし、コミュニティ

における学校のインパクトの解明を試みた。 

 
４．研究成果 
（１）子どもを守る場所としての学校 

伝統的社会には、子どもを保護する機能が

備わっていることも多いが、それが現代の社

会的文脈において、その一部の慣習が時代に

合わず、子どもの権利を侵害している場合が

ある。例えば、ケニアのマサイの少女たちに

とって、外部者が FGM（女性性器切除）と呼

称する割礼の行為や早婚がある。マサイの伝

統的社会では、女性の自己決定権は極めて少

ない。しかし、女性が男性と同様に、徐々に

学校へ通い、教育を受け、知識を得て、そし



て世界観を広げるなかで、自分たちに与えら

れている権利を知るようになる。 

少女は学校教育を受けることで自分の文

化を客観視することができるようになり、両

親とは違う価値観を持つようになる。学校教

育は他民族との協調など、社会性を習得する

ことを可能にしている。そして、少女たちは

自分たちが伝統的社会の中で生きていたこ

とを客観的事実として理解し、同時に近代的

社会として機能しているアフリカ諸国や世

界の国々の文化や社会を知り、その上で自分

たちの将来の可能性や夢を持ち、自己実現し

ていく。 
 

（２）保護者や子どもの教育に対する熱意 

 保護者の子どもに対する教育への熱心さ

は、貧困層にある家庭においてもさほど変わ

らない。これは、これまで就学の妨げる要因

の一つに親の教育に対する無理解という言

説とは異なる。多くの場合、親の教育歴に関

わらず、または親が教育を受ける機会がなか

ったからこそ、親と同じ苦労を子どもにはさ

せたくないと思い、わずかな家計の収入から

子どもの教育費を捻出している。このように

考えるのは母親であることが多い。 

 一方で、親の期待は、子どもの学びを支援

したいという気持ちはあるにしても、その裏

には、資格を取って、現金収入を得て、家族

の支えになってほしい、という率直な気持ち

もある。そのためには、中等学校以上の教育

が必要になるが、ケニアやウガンダでは中等

教育の「授業料無償化」は一部行われている

が、家庭の負担としては、初等教育とは比べ

物にならないほど大きい。ところが、自動進

級を導入したモザンビークでは、学習意欲の

減退、保護者の役割放棄など、負の影響も出

ている。 

 

（３）保護者の教育の質に対する厳しい見方 

保護者の多くは子どもの教育を強く望ん

でいる。貧困家庭にとっては、子どもの教育

を通じて、貧困から抜け出したいという思い

もある。需要側のさまざまな障壁を取り除か

なければ、学校を供給する側だけの問題解決

では、初等教育の完全普及は達成できないと

も言われてきたが、現実には、需要側（人々）

のニーズに供給側（国）が応えられていない

のである。このニーズは、教育の質を伴わな

ければならず、取りあえず学校へ行くことで、

保護者が満足する時代ではもうなくなった。

少しでも評判の良い学校があれば、多少遠く

ても、多少授業料が高くても、多くの保護者

はそのような学校を選択する。 

 

（４）教師の役割と問題 

子どもにとって理解しやすい授業を行う

能力があり、かつ一定のモラルのある教師は、

非常に重要な存在である。教育の質に直接か

かわってくる。教師の授業法や行動も問題に

する研究は多いが、子どものモデルとなれる

よう献身的に働く教師も少なくない。その一

方で、南アフリカなどでは、教科書の内容を

教師自身が十分に理解しておらず、ただ表面

的にしか教えられないこともある。施設面で

は比較的恵まれた学習環境にあるからこそ、

このような指摘が可能なのであり、他国に比

べて教師の質が著しく低いとは思えない。見

方によっては、授業をしているだけ十分に能

力の高い教師なのかもしれない。南スーダン

の小学校高学年のある生徒は、教師に対する

期待として、ただ「学校へ来て教えてほしい」

と涙目で訴えていた。極端な例ではあるが、

学期中も週 1回くらいしか出勤しない教師も

いる。 

 

（５）体罰といじめの問題 

学校での体罰の問題も大きい。ほとんどの

国で違法行為であるが、学校現場では広く実

践されている。学校で調査をしていると、そ

のような場に出くわすことは多い。基本的に



は、学校は外部の社会に比べると安全、安心

な空間である。しかし、校長や教師にインタ

ビューしているだけでは決してわからない

のが体罰である。加害者が教師であるので当

然ではあるが、アフリカ地域は育児に体罰が

必要とする父母の割合が圧倒的に多く、した

がって法律では禁止されていても、体罰は実

践されている。理由がわからないままに受け

る体罰には、子どもは我慢できず、それが中

途退学の原因なることもある。生徒間で起こ

るいじめは、その大半が学業成績に起因して

いる。 

 

（６）中途退学と進学への障壁 

 中途退学を一律に問題とするのは、本来、

学習内容で教育達成度を評価するのであれ

ば、おかしなことかもしれない。小学校は 6

年制の国もあれば、8 年制もある。例えば、8

年生の国で 7 年生の途中で退学すれば「中途

退学」になり、それが 6 年制であれば、「卒

業」となるのである。ただ、中等学校への進

学を想定すると卒業するか否かは大きな違

いである。マラウイは例外であろうが、保護

者が適当にうまく学校を活用しており、小学

校を中途退学しても、中等学校へ進学可能だ

という。 

 小学校を卒業しただけでは、現金収入を安

定的に得られる就職は難しい。多くの保護者

がその現実を認識しており、したがって小学

校での活動が受験対策中心にもなっている。

例えば、ケニアのスラムに住む人々もそれを

十分わかっており、中等学校進学の機会を模

索しているが、多くの場合、経済的な理由に

より、断念せざるを得ない。そして、貧困か

ら抜け出せる唯一ともいえる可能性が閉ざ

されてしまう。 

 

（７）生活言語と教授言語の相違 

普段の生活で使用する言語と学校でのそ

れが違うのは、アフリカ諸国では珍しいこと

ではない。生活言語と初等教育の教授言語が

大多数の子どもにとって同じなのは、タンザ

ニアやエチオピアの一部であろう。多数（あ

るいは有力）民族の言語が「国語」になると、

言葉だけではなく、一民族の文化や慣習が国

のものになる。 

例えば、ボツワナの「ツワナ化」がそうで

ある。また、南スーダンはスーダンからの分

離独立を果たし、それまでアラビア語が公用

語（教授言語）であったものが英語に変わる

ことになった。高等教育を受けた教師が現在

の公用語である英語をうまく話せない。話せ

る教師は、内戦中にウガンダなどの英語圏に

逃れ、そこの難民キャンプなどで教育を受け

てきた者である。現地のホテルやレストラン

で働くためには英語ができることが前提で

あり、ウガンダ人やケニア人が雇用されてい

るケースが非常に多い。 

 

（８）紛争がもたらす負の遺産 

 最後に、非常に大きな、重い課題である。

平和がなければ、教育もない。そのために平

和教育を推進しようとする向きもあるが、そ

んな簡単なことでもないことは、誰しもが理

解している。南スーダンはその影響を最も受

けてきた国である。正確に言えば、まだ紛争

は終結していない。学校教育を受ける機会が

なかった成人がたくさんいる。父母を失った

子どもも多い。道路や橋であれば、外部から

の支援で改修することはそう難しいことで

はない。 

ただ、教育は話が違う。トルコへ逃れたシ

リア難民によれば「教育を国民に提供できな

いのは、時限爆弾を抱えるようなものだ」と

言う。モザンビークも 20 年近く、内戦状態

であった。内戦終結から、20 年が経過した現

在も、学校施設の不足は解消されず、大規模

クラス、二部制、三部制での授業が行われて

いる。南アフリカは「紛争」ではないが、ア

パルトヘイトにより、適正な教育の機会を奪



われた人々がほとんどであり、この負の遺産

は今も重くのしかかっている。 
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